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	応用
	抗原情報
	背景
	OTU脱ユビキチン化酵素、ユビキチンアルデヒド結合2（OTUB2）ホモサピエンス この遺伝子は、複数の脱ユビキチン化酵素の1つをコードしています。タンパク質のユビキチン修飾は、その安定性と機能に不可欠です。このプロセスを逆転させるため、脱ユビキチン化酵素はユビキチンを除去します。このタンパク質はOTUドメインを含み、Ubal（ユビキチンアルデヒド）に結合します。OTUドメインには活性システインプロテアーゼ部位が存在します。[RefSeq提供、2011年8月],機能：in vitroでタンパク質から共役ユビキチンを除去できる加水分解酵素であり、分解を防ぐことでタンパク質のターンオーバーレベルで重要な調節的役割を果たす可能性があります。,類似性：ペプチダーゼC65ファミリーに属します。,類似性：1つのOTUドメインを含みます。,組織特異性：広く発現しています。脳でより高レベルで発現しています。,
	研究分野
	転写、ドメインファミリー、発達ファミリー、がん、シグナル伝達、エピジェネティクスと核シグナル伝達、ユビキチンおよびユビキチン様修飾子、脱ユビキチン化、細胞生物学、タンパク質分解/ユビキチン、プロテアソーム/ユビキチン
	画像データ
	

	COLO細胞、HepG2細胞、Jurkat細胞、293細胞、HT-29細胞のライセートをOTUB2抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したOTUB2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

